別紙様式１号

専門家派遣要請書
番　　　号

年　月　日

特定非営利活動法人　水産業・漁村活性化推進機構

理事長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域プロジェクト運営者名         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代 表 者 名　　　　　　　
　首記について、支援要領に基づき、下記のとおり専門家の派遣を要請する。
記

1． 要請理由（具体的かつ詳細に記入すること）

2． 要請する専門家の業種

3． 派遣を希望する時期及び期間

４．その他特記事項
別紙様式３号の１

消費流通動向等の調査・研究等の要請書
番　　　号

年　月　日

特定非営利活動法人　水産業・漁村活性化推進機構

理事長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域プロジェクト運営者名         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代 表 者 名　　　　　　　
　首記について、支援要領に基づき、下記のとおり消費流通動向等の調査・研究を要請する。
記

1． 要請理由（具体的かつ詳細に記入すること）

2． 要請の希望時期及び期間

３．要請する具体的な調査・研究内容
４．成果物の受け渡し方法

□報告書　　□電子媒体　　□メール　　□その他（　　　　　）

５．当該調査・研究で見込まれる効果
６．その他特記事項
別紙様式３号の２

（漁船・供給システム）設計等の要請書
番　　　号

年　月　日

特定非営利活動法人　水産業・漁村活性化推進機構

理事長　殿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　所在地　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地域プロジェクト運営者名         
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代 表 者 名　　　　　　　
　首記について、支援要領に基づき、下記のとおりシステム設計等を要請する。
記

1． 要請理由（具体的かつ詳細に記入すること）

2． 成果物の納期

３．要請するシステム設計の基本仕様
　　漁船設計等の場合は様式１
　　その他システム設計等の場合は様式２

４．当該システム設計等で見込まれる効果

５．その他特記事項
様式１

○○地域プロジェクト漁船建造設計業務に係る発注仕様書
１ 目的
２ 業務発注の内容
別添の「○○地域プロジェクト漁船建造計画書」を満たす設計を行い、次に掲げる設計書を作成し指定部数を提出する。
（１）基本設計の成果物

・建造要目書
・一般配置図
・操業経営シミュレーション結果
（２）詳細設計の成果物

別添○○詳細リストによる工事図

３ 業務委託に関する条件
（１）履行期間
契約締結日から○○年○月○日とする。

（２）業務スケジュール
・○○年○月　基本設計に関する水産業・漁村活性化推進機構への報告
・○○年○月　基本設計の成果物の納品
・○○年○月　詳細設計の成果物の納品

・○○年○月　監督業務報告書の納品
（３）その他
① 業務の実施過程で知り得た秘密を第三者に洩らしてはならない。
② 成果品はすべて発注者の所有とし、受託者は発注者の承諾を得ないで当該成果品を公表または貸与もしくは使用してはならない。
③ この仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、別途発注者及び受託者が協議して決定するものとする。
○○地域プロジェクト漁船建造計画書
１ 目的
２ 基本方針
※地域の求める改革型漁船像について示すこと
(例)

· ○○漁業と○○漁業の兼業により経営を安定させること
３ 船体の要目
· 漁船の資格および航行区域

· 年間操業の漁業種類（兼業のある場合は記載する）

· 計画総トン数

· 計画航海速力

· 最大航海日数

· 主推進装置

· 発電機関

· 最大搭載人員

【参考資料】

現存船の状況

· 漁業種類

· 総トン数

· 主機関馬力

· 航海速力

· 最大搭載人員

· その他特記事項（建造予定造船所等）

様式２

○○地域プロジェクトその他のシステム設計業務に係る発注仕様書
１ 目的
２ 業務発注の内容
別添の「○○地域プロジェクト○○計画書」を満たす設計を行い、次に掲げるシステム設計書を作成し指定部数を提出する。
・システム設計の成果物

（１）施設、設備の要目書
（２）一般配置図

（３）施設、設備の運用シミュレーション結果

３ 業務委託に関する条件
（１）履行期間
契約締結日から○○年○月○日とする。

（２）業務スケジュール
・○○年○月　システム設計に関する水産業・漁村活性化推進機構への報告
・○○年○月　システム設計の成果物の納品
（３）その他
① 業務の実施過程で知り得た秘密を第三者に洩らしてはならない。
② 成果品はすべて発注者の所有とし、受託者は発注者の承諾を得ないで当該成果品を公表または貸与もしくは使用してはならない。
③ この仕様書に定めのない事項について疑義が生じた場合は、別途発注者及び受託者が協議して決定するものとする。
